
LESSON 07 講義
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第7回 ICT教育の理論と方法

AI時代にプログラミング教育で
何を育てるのか
プログラミング教育で育む資質・能力

稲垣 俊介



REPORT 課題
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課題 必須
あなたが将来希望する学校種・教科の特性を生かして、「情報
モラル」の授業を作成してください。
提出するものは、50分の授業で使用するPowerPoint形式
の授業スライドです。
単なる紹介スライドではなく、実際に授業で使用できるスライ
ドを作成してください。発表時にも、このスライドを使用します。

提出締め切りは6月13日（土）23：59です。



課題
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作成にあたっては、以下の点を守ってください。
n PowerPoint形式（.pptx）で作成すること
n 情報モラルの授業で使用する資料・画像・教材等は、PowerPoint内に埋め込む
こと

n 各スライドのノート欄には、そのスライドで話す内容を記入すること
n 最初のスライドと最後のスライドには、学生番号と氏名を記載すること

PowerPointを持っていない場合は、大学のPC室で作成してください。
締切後の提出や、指定された方法以外での提出（メール等）は一切認めません。余裕
をもって提出してください。

提出締め切りは6月13日（土）23：59です。

REPORT

課題 必須



課題

Shunsuke Inagaki 4

作成した授業について、
5分程度（希望者人数によって変わります）発表してもらいます。
こちらは任意です。

発表は6月15日、22日、29日を考えています。

レポート作成日は7月6日、13日としております。

REPORT

課題 任意



FLOW 進行
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本⽇の流れ

1

前回の
振り返り

2

問題を
少し体験

3

必要性を
整理

4

中心
ジレンマ

5

教科に
戻す

今日は「短く体験し、教師として考える」回です。



01 DATA データ
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第6回の結果から始めます
前回の回答は、次の問いにつなげます。

考えがどう動いたかを知る
自分の言葉がどう変わったかを見直す
今日の問いにつなげる



01 DATA 結果
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⽣成AIを⾃由に使わせるか
第6回 探究活動での生成AI利用

A 賛成 2

B 条件付きで賛成 34

C 反対 7

「条件付き」が圧倒的に多い。では、その条件とは何か。



01 DATA 結果
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探究課題の設計⽅針
共有前 → 共有後

A 現実で確かめる 15 → 20

B 先に問いを持たせる 18 → 16

C AIの答えを疑わせる 10 → 7

対話後は「現実で確かめる」が増えました。



01 DATA 結果
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授業後の⾃⼰評価

第6回 平均値

問いを立てる学び 4.70

AIの利点とリスク 4.79

自分の教科で探究 4.60

他者意見で深まった 4.33

まだ分からない点 2.84



01 学生の声 引用
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第6回の声から

今日一番考えが深まったのは、生成AIを「使うか禁止するか」ではなく、
「どう使わせるか」が大切だという点である。最初は、AIを自由に使うと
自分で考える力が弱くなるのではないかと思っていた。しかし授業や周
りの人との話を通して、AIの答えを疑ったり、自分で確かめたりする活
動を取り入れれば、むしろ考える力を伸ばすことにもつながるのだと感
じた。



01 学生の声 引用
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第6回の声から

探究活動で、生成AIを自由に使わせることに 条件付きで賛成していた
が、その条件をAIの機能を制限するようなもので考えていた。しかし、
先生の話を聞き、AIは時代とともに進化し普及されていくため、AIの機
能を制限するのではなく、どのように使っていくべきかの制限を設ける
べきだと感じた。



01 学生の声 引用
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第6回の声から

質問9については特に考えた。この質問は「探究」に何を求めるかによって答
えがかなり変わるものである。私は、「自分で資料を集める経験」と「新しいデ
ータや生のデータに触れることができる点」に魅力を感じAを選んだが、いず
れの方法もAI を有効に利用するために必要なことが含まれていた。どの選択
肢を実行するにしても教師がAiについての造詣を深めておくことがこれから
授業していく中では重要になると考えた。



01 学生の声 引用
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第6回の声から

実際に行ったり聞いたりしてみること、まず立ち止まって考えてみること、生
成AIを使用したとしてもその後自分でも考えてみること、どれも重要性を感じ
たが、実際に自分ができているかと言われたら怪しいと感じた。自分ができて
いないことを生徒に言っても説得力がない、しいずれボロがでる。教員は生徒
の模範である部分もあるので自分も普段から実践し、生徒をそのような思考
に誘導できるようにしたいと感じた。



01 学生の声 引用
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第6回の声から

今回の授業で生成AIを使う意味について考えが深まった。単なる検索
だけなら高性能な生成AIを使う必要がなく、工程を増やすだけになっ
てしまう。生成AIを使う意味のある授業を考えるのが大切で、難しいと
感じた。



01 問い 本時の問い
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今⽇の問い

AIがコードを書く時代に、

プログラミング教育で何を育てるのか。



01 問い 発問
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もう1つの問い
皆さんにききます！

プログラミング教育は、コードを書くための学びなのか。
仕組みを理解し、考え方を育てる学びなのか。



02 FORM フォーム
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まず⼀⼈で書く
フォーム Q4

プログラミング教育は、何のために必要だと思いますか。
自分の言葉で書いてください。



02 体験 体験
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少しだけ、問題を解きます
今から問題を体験します。

目的は、正解することではありません。
生徒がどこでつまずくかを考えるためです。



02 体験 説明
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今の⾼校⽣は、
このような問題に出会います。
共通テスト「情報Ⅰ」では、

プログラミング的な考え方を問う問題も出題されます。
今の生徒たちは、このような学習を経験しています。



02 WORK ワーク
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問題を解く
配布PDFを見て、15分だけ考えてください。

全部解けなくても構いません。
考えながら「どこでつまずくか」を意識してください。



02 FORM フォーム
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⼀⼈で書く
フォーム Q5〜Q10

問題を解いてみて、どこが難しかったですか。
高校生なら、どこでつまずきそうですか。
この問題は、主に何の力を問うていますか。



02 共有 話す
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近くの⼈と話す
2〜3名で話してください。

どこでつまずいたか
これは何の力を問う問題か
生徒ならどこで困りそうか



03 概念の整理 説明
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なぜプログラミング教育なのか
小中高で、

プログラミング教育が行われています。
なぜでしょうか。



03 概念の整理 説明
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プログラミング教育のねらい
目的は、専門家だけを育てることではありません。

社会でプログラムがどう使われているかを知る。
問題を分解し、手順を考える。
仕組みを理解して使う。



03 概念の整理 説明
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情報活⽤能⼒との関係
情報活用能力は、

学習の基盤となる資質・能力です。
教科等を横断して育成するものです。



03 問い 説明
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AIがコードを書く時代
生成AIは、コードを書くこともできます。

では、学校でプログラミングを学ぶ意味は、どこにあるのでしょうか。



04 中心ジレンマ 問い
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今⽇の中⼼となる発問（ジレンマ）
AIがコードを書ける時代に、

学校のプログラミング教育では
何を最も重視すべきか。



04 選択肢 選択肢

Shunsuke Inagaki 28

3つの⽴場

A) コードを書ける力
B) 手順を考える力
C) 仕組みを疑う力



04 選択肢 A
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A コードを書ける⼒
命令を書く。動かす。エラーを直す。

実際に作る経験を重視する。



04 選択肢 B
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B ⼿順を考える⼒
問題を分ける。条件を整理する。順番を考える。

考え方を重視する。



04 選択肢 C
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C 仕組みを疑う⼒
AIやアプリの結果を読む。検証する。

ブラックボックスを疑う。



04 FORM フォーム
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まず⼀⼈で選ぶ
フォーム Q11

AIがコードを書ける時代に、学校のプログラミング教育では何を最も
重視すべきだと思いますか。

A コードを書ける力
B 手順を考える力
C 仕組みを疑う力



04 FORM フォーム
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理由を書く
フォーム Q12

選んだ理由を書いてください。
その立場の弱点も、できれば書いてください。



04 WORK 話す
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近くの⼈と話す
2〜3名で話してください。

どれを選んだか
何を育てたいのか
何が弱くなるのか
自分の教科と関係するか



05 発表と対話 発表
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何⼈かに聞きます
発表してもらうこと

選んだ立場
育てたい力
その立場の弱点
話して考えたこと



04 FORM フォーム
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もう⼀度選ぶ
フォーム Q13・Q14

近くの人と話した後で、もう一度選んでください。
変わった人は、きっかけを。
変わらなかった人は、理由を。



05 教科接続 教科接続
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⾃分の教科に戻す
国語・社会・英語でも、プログラミング的思考は関係します。

自分の教科で、どう育てられるでしょうか。



05 FORM フォーム
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⾃分の教科で考える
フォーム Q15

自分の取得予定教科で、プログラミング的思考を育てるなら、どのよ
うな活動が考えられますか。



05 FORM フォーム
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AI時代として考える
フォーム Q16

生成AIがある時代に、その活動はどのように変わりますか。



06 まとめ まとめ
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プログラミング教育で育てるもの
コードを書く力。手順を考える力。仕組みを疑う力。

どれも大切。
でも、教師は何を重視するかを判断する。



06 まとめ まとめ
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AI時代のプログラミング教育
AIがコードを書けるなら、

「書けるか」だけではなく、
「読めるか」「確かめられるか」「仕組みを疑えるか」も問われる。



06 教師像 教師像
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第1回の教師像とつなげる
第1回で書いた「どんな先生になりたいか」。

今日のプログラミング教育の考え方と、どのようにつながりますか。



06 FORM フォーム
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最後に振り返る
フォームの最後に回答してください。

教師として考えたこと
第1回の教師像とのつながり
今日一番考えが揺れたこと
次回知りたいこと


